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慶州潰陵」前の三浦長官夫妻

昨
年
の
十
二
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
の
五
日
間
、
韓
国
文

化
公
報
部
の
招
き
を
受
け
た
三
浦
長
官
と
曽
野
綾
子
夫
人
の

お
供
を
し
て
、
ソ
ウ
ル
と
魔
州
の
二
市
を
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。
以
下
、
簡
単
に
そ
の
模
様
を
記
し
て
み
よ
う
。

十
二
月
二
日

P

午
前
十
時
に
成
田
を
出
発
し
た
飛
行
機
は
、

二
時
間
有
余
の
う
ち
に
雪
を
か
ふ
っ
た
山
並
み
を
眼
一
卜
に
見

て
、
金
文
化
公
報
部
次
官

r

御
巫
駐
韓
日
本
大
使
り
の
出
迎

え
る
金
浦
空
港
に
到
着
し
た
。

ソ
ウ
ル
の
中
心
に
あ
る
ロ
ッ
テ
＇
ホ
テ
ル
に
旅
装
を
解
い

た
後
、
午
後
一

1

一時
r

文
化
公
報
部
に
李
長
官
及
ひ
金
次
官
を

表
敬
訪
問
し
た
。
韓
国
側
は
韓
中
央
博
物
館
長
、
黄
文
化
交

流
部
長
か
席
に
加
わ
り
、
ま
た
御
巫
大
使
も
こ
れ
に
同
席
し

た
。
三
浦
長
官
と
李
長
官
と
の
間
で
、
日
韓
間
の
文
化
交
流

に
関
す
る
当
面
の
問
題
を
中
心
に
、
約
三
十
分
問
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

文
公
部
を
辞
し
て
後
、
ま
だ
昨
日
の
雪
が
か
す
か
に
残
っ

て
い
る
南
山
中
腹
の
国
立
劇
場
を
視
察
し
た
。
三
浦
長
官
か

ら
い
く
つ
か
の
質
問
か
出
さ
れ
た
か
、
当
劇
場
の
一
，
五

0

n〗
蘭
は
誓
め
て
妥
当
な
規
校
と
者
え
て
い
る
由
て
あ
り
‘
翠

た

尋

屈

0
六
団
怜
の
打
”
'
か
の
府
リ
方
に
つ
苔
恣
恥
し
て
い

を
行
い
参
加
者
に
多
大
の
感
銘
を
与
え
た
。
わ
ず
か
十
分

間
の
ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ
た
が
、
深
い
共
感
の
波
の
広
か
っ
て

い
く
の
が
感
得
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
島
田
日
本
人
会
理
事
夫
妻
ら
と
と
も
に
、
大

使
公
邸
に
お
け
る
夕
食
会
に
招
待
さ
れ
た
。

十
二
月
四
日
、
金
次
官
‘
御
巫
大
使
ら
に
見
送
ら
れ
、
ソ

ウ
ル
駅
九
時
発
の
「
セ
マ
ウ
ル
号
」
て
慶
州
に
向
か
っ
た
。

韓
中
央
博
物
館
長
の
同
行
を
得
て
、
韓
国
の
文
化
財
に
関
す

る
話
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
、
車
窓
を
流
れ
る
田
舎
の
風
景
を

賞
で
つ
つ
、
四
人
で
四
時
間
半
の
楽
し
い
旅
を
続
け
、
午
俊

一
時
三
十
五
分
定
刻
に
慶
州
に
到
着
し
た
。

呉
慶
州
市
長
、
安
藤
釜
山
総
領
事
ら
の
出
迎
え
を
受
け
、

宿
舎
の
慶
州
東
急
ホ
テ
ル
に
一
旦
荷
を
置
い
た
後
、
午
後
三

時
、
慶
州
国
立
博
物
館
を
訪
問
し
た
。
鄭
館
長
や
、
前
の
館

長
で
も
あ
る
韓
中
央
博
物
館
長
の
懇
切
な
説
明
を
受
け
な
か

ら
、
本
館
の
ほ
か
、
別
館
二
棟
の
ほ
ぼ
全
部
を
一
―
一
時
間
近
く

か
け
て
見
学
し
た
。
新
羅
の
故
地
で
あ
る
慶
州
に
箭
か
れ
た

当
館
の
充
実
振
り
が
う
か
か
わ
れ
た
。

午
後
六
時
か
ら
安
藤
総
領
事
主
催
の
夕
食
会
に
出
席
。

韓
国
側
か
ら
は
、
韓
館
長
、
鄭
館
長
、
呉
市
長
の
ほ
か
、
市

の
教
育
、
替
察
の
ト
ッ
プ
が
出
席
し
、
な
こ
や
か
な
愁
談
の

時
間
か
も
た
れ
た
。

翌
五
日
、
午
前
九
時
か
ら
ナ
ザ
レ
園
を
訪
問
し
た
。
戦
時

中
韓
国
人
と
結
婚
し
、
終
戦
前
後
に
渡
韓
し
た
後
、
四
十
年

の
星
霜
の
間
に
身
心
障
害
と
な
っ
た
り
、
身
寄
り
を
失
っ
て

生
活
困
窮
に
お
ち
い
っ
た
日
本
婦
人
を
収
宜
保
謹
し
て
い

る
施
設
て
あ
り
、
金
理
事
長
や
宗
事
務
長
の
労
を
ね
き
ら
う

一
方
、
十
数
人
の
日
本
婦
人
と
の
茶
話
会
の
席
上
て
、
「
北
国

の
春
」
の
カ
ラ
オ
ケ
や
「
野
崎
参
り
」
の
お
ど
り
が
披
裾
さ
れ
た
。

帰
途
、
新
羅
第
三
十
八
代
元
聖
王
の
墓
に
比
定
さ
れ
て
い

る
旨
が
、
許
劇
場
長
か
ら
語
ら
れ
た

C

次
い
で
午
後
五
時
頃
、
ソ
ウ
ル
市
の
東
南
に
あ
る
百
済
時

代
の
夢
村
土
城
遺
跡
の
発
掘
現
場
を
訪
れ
た
。
丘
の
上
ま
て

運
ん
で
く
れ
た
ジ
ー
プ
か
、
途
中
の
泥
滓
の
中
、
車
輪
か
空

転
し
て
立
往
生
の
と
こ
ろ
を
、
後
か
ら
別
の
車
で
押
し
て
も

ら
い
や
っ
と
脱
出
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
。
こ

の
遺
跡
は
、
北
漢
山
城
と
南
漠
山
城
を
結
ぶ
線
上
の
中
心
に

位
置
し
北
の
吉
向
句
麗
に
俯
え
る
た
め
漠
江
を
背
後
に
ひ
か

え
て
立
地
し
て
い
る
と
の
こ
と
て
あ
る
か
、
蔀
暮
か
ら
ソ
ウ

ル
の
あ
か
り
か
は
る
か
左
方
向
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
頃
ま

て
発
掘
責
任
者
か
ら
熱
心
な
説
明
を
受
け
た

u

午
後
七
時
か
ら
、
ロ
ッ
テ
・
ホ
テ
ル
内
に
お
け
る
李
長
官

主
催
の
夕
食
会
に
招
待
さ
れ
た
c

主
賓
は
三
浦
長
官
夫
妻
c

御
菰
大
使
夫
妻
ら
大
使
館
関
係
者
も
招
か
れ
た
c

韓
国
個
は
，

鄭
文
化
芸
術
振
興
院
長
夫
妻
、
｛
即
海
外
公
報
館
長
、
韓
中
央

博
物
館
長
‘
趙
芸
術
文
化
団
体
総
連
合
会
長
の
ほ
か
、
言
論
、

文
学
、
美
術
等
の
各
界
を
代
表
す
る
文
化
人
が
出
席
。
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
極
め
て
友
好
的
な
交
歓

が
行
わ
れ
た
。

十
二
月
＝
一
日
、
金
次
官
主
催
の
朝
食
会
に
三
浦
長
官
夫
妻

か
出
席
。
｛
即
海
外
公
報
餓
長
、
韓
中
央
博
物
館
長
、
白
前
交

通
部
長
官
か
同
席
し
た
。

る
掛
陵
の
見
学
を
経
て
、
高
麗
窯
の
塁
場
を
訪
九
制
作
の

ち
な
み
に
、
曽
野
夫
人
は
、
の

模
様
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

ぼ
り
窯
の
中
ま
て
入
っ
て
内
部
を
見
学
し
た
。

正
午
過
ぎ
、
慶
州
金
氏
発
祥
の
伝
説
か
あ
る
鶏
林
の
脇
の

「
瑶
石
宮
」
に
お
い
て
、
三
浦
長
官
の
主
催
て
、
韓
式
料
理

に
よ
る
昼
食
会
を
催
し
た
。
韓
館
長
、
金
ナ
サ
レ
園
理
事
長
、

安
藤
総
領
事
ほ
か
を
招
待
し
‘
歓
談
し
た
。

昼
食
後
、
．
す
く
隣
り
に
あ
る
古
い
民
俗
家
屋
の
見
学
を
し

た
後
、
皇
龍
寺
趾
を
訪
れ
、
発
掘
後
の
整
備
さ
れ
た
寺
域
全

体
を
土
塁
の
上
か
ら
眺
望
し
た
。
風
も
な
く
、
小
春
日
和
り

の
暖
か
い
隔
射
し
の
中
で
、
西
歴
五
五
―
二
年
に
箸
一
上
、
九
十

年
か
け
て
完
工
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
寺
の
往
時
の
壮
大
な

さ
ま
を
し
の
ん
だ
。

次
い
で
、
古
墳
公
園
の
中
を
散
策
し
、
天
馬
塚
の
内
部
を

見
学
し
て
か
ら
、
午
後
三
時
、
市
庁
舎
に
呉
市
長
を
訪
問
し

た
。
呉
市
長
と
の
懇
談
の
後
、
同
市
か
奈
良
市
と
姉
妹
都
市

午
前
＋
時
に
国
立
中
央
博
物
館
を
訪
問
。
韓
館
長
か
ら
概

略
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
高
麗
青
磁
の
展
示
を
中
心
に
館
内

を
見
学
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
八
月
か
ら
新
館
と
し
て
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
の
元
政
庁
の
建
物
の
工
事
現
場
ま
で
足
を
の

ば
し
、
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
本
室
の
該
当
場
所
を
視

察
し
た
。
我
が
国
に
も
展
示
品
に
つ
い
て
協
力
方
の
要
諧
が

あ
る
た
め
、
三
浦
長
官
自
ら
歩
測
し
て
広
さ
等
を
確
認
し
た
。

午
前
十
一
時
、
近
接
の
世
宗
文
化
会
館
を
視
察
。
こ
こ
の

大
劇
場
は
四
、
二

0
0
席
を
擁
す
る
大
規
模
な
も
の
て
あ
る

か
専
属
二
団
体
の
将
来
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国
立
劇
場

と
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
李
館
長
か
ら
聞

か
さ
れ
た

C

十
二
時
半
か
ら
、
ロ
ッ
テ
・
ホ
テ
ル
内
に
お
い
て
、
三
浦

長
官
主
催
に
よ
る
昼
禽
会
を
開
催
し
た
。
金
次
官
、
前
海
外

公
報
館
長
、
企
東
亜
日
報
名
誉
会
長
夫
宴
、
朴
K
B
S
社
長

r

全
現
代
美
術
館
長
、
そ
の
他
各
界
文
化
人
を
招
待
し
、
御
巫

18

大
使
夫
妻
ら
大
使
館
関
係
者
の
出
席
も
得
て
、
前
日
夜
と
同
一

様
、
友
好
的
な
雰
囲
気
の
中
て
歓
談
が
交
わ
さ
れ
た
。

干
後
三
時
半
、
ソ
ウ
ル
南
郊
に
あ
る
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患

者
の
収
容
施
設
て
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
三
浦
長
官
夫
妻
が
個

人
的
に
援
助
を
行
っ
て
き
た
ラ
ザ
ロ
村
を
訪
問
。
患
者
は
も

と
よ
り
、
地
元
後
援
団
体
の
人
た
ち
か
ら
も
熱
烈
な
歓
迎
を

受
け
た
。
曽
野
夫
人
は
す
て
に
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
た
め
、

患
者
一
人
ひ
と
り
と
握
手
し
、
あ
る
熟
年
の
婦
人
と
は
包
擁

を
交
わ
す
な
ど
し
て
旧
交
を
あ
た
た
め
た
。
こ
の
ラ
サ
ロ
村

訪
問
の
模
様
は
、
現
地
紙
に
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た
c

夕
刻
、
日
本
留
学
経
験
者
の
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
。
こ
れ
は
、

毎
年
大
使
館
か
開
催
し
て
い
る
恒
例
の
も
の
て
あ
る
が
、
今

年
は
と
く
に
三
浦
長
官
の
訪
韓
に
時
期
を
あ
わ
せ
た
よ
う
で

あ
る
。
―

!
0
0
人
を
上
回
る
出
席
者
を
前
に
、
三
浦
長
百
か
、

「
日
斡
と
も
に
手
を
携
え
て
、
~
ア
ジ
ア
の
文
化
の
硲
立
と
発

と
な
る
こ
と
に
伴
っ
て
開
設
し
た
奈
良
室
を
視
察
。
さ
ほ
ど

広
い
部
屋
て
は
な
い
か
、
春
日
大
社
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
が

壁
面
を
飾
り
、
か
た
わ
ら
の
ケ
ー
ス
の
内
外
に
は
、
奈
良
に

関
係
す
る
置
き
物
や
飾
り
扇
か
展
示
さ
れ
て
い
た
。

市
庁
舎
を
辞
し
て
か
ら
、
新
羅
の
文
武
王
が
六
七
四
年
に

造
営
し
た
人
造
池
で
あ
る
雁
鴨
池
を
見
学
し
r

さ
ら
に
、
南

山
麓
に
到
り
‘
仏
無
寺
裏
の
磨
崖
彫
像
を
見
学
し
て
こ
の
日

の
行
程
を
終
え
た
。

夜
鄭
館
長
主
催
の
夕
食
会
に
招
か
れ
、
東
国
大
学
校
金

塁
、
詩
人
の
手
氏
、
仏
璽
す
、
石
窟
庵
の
住
職
等
と
交
歓

の
機
会
を
得
た
。

十
二
月
六
日
、
釜
山
ま
で
直
行
。
龍
頭
山
公
園
の
タ
ワ
ー

上
か
ら
市
内
を
一
望
し
た
後
、
魚
市
場
を
ぶ
ら
つ
き
な
が
ら

見
物
し
た
。

正
午
過
ぎ
、
安
藤
総
領
事
公
邸
の
昼
禽
会
に
、
山
村
日
本

人
会
長
夫
妻
、
村
上
日
本
人
学
校
長
夫
妻
と
と
も
に
招
待
さ

れ
、
歓
談
を
し
た
。

午
後
二
時
十
五
分
、
安
藤
総
領
事
ら
の
見
送
り
を
受
け
、

釜
海
空
港
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
C

以
上
、
時
間
を
お
い
な
か
ら
、
か
け
足
で
今
回
訪
韓
の
概

略
を
紹
介
し
た
。

極
め
て
圧
縮
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
文
化

公
報
部
の
各
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
歓
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
各

種
文
化
施
設
の
視
察
や
著
名
文
化
人
と
の
交
流
、
元
日
本
留

学
生
と
の
懇
談
、
さ
ら
に
は
ラ
ザ
ロ
村
や
ナ
ザ
レ
園
の
訪
問

な
ど
三
浦
長
官
夫
妻
は
精
力
的
に
日
程
を
こ
な
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
て
韓
国
側
に
深
い
感
銘
と
印
象
を
与
え
、
よ
く

日
緯
文
化
交
流
の
実
を
あ
げ
、
訪
韓
の
目
的
を
達
せ
ら
れ
た
。

（
文
化
瞥
及
課
文
化
普
及
企
画
官
根
木
昭
）
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定

価

年
間
購
読
料

0
明
け
ま
し
て
、
お
め
て
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

紺
集
者
一
同
、
今
平
も
よ
り
充
実
し
た
誌
面
を

つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
て
、

御
支
援
の
程
よ
ら
し
く
お
頓
い
い
た
し
ま
す
c

0J今
月
考
は
新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、
桜
井
（
徳
）
、

藤
吉
、
櫻
井
（
勝
）
の
三
先
生
に
、
民
俗
学
、

仏
教
、
神
社
神
道
そ
れ
ぞ
れ
の
立
楊
か
ら
、
初

春
の
村
落
、
寺
院
、
あ
る
い
は
神
社
の
風
景
を

書
い
て
瞑
き
ま
し
た
。
日
本
の
正
月
風
景
も
年

と
と
も
に
変
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
か
、
三
先
生

の
論
文
、
随
想
を
読
む
と
、
農
耕
、
漁
労
民
族

と
し
て
の
日
本
人
と
神
と
の
結
ぴ
つ
き
を
改
め

て
想
起
さ
せ
ら
れ
ま
す
e

0
六
十
一
年
度
予
算
案
か
昨
年
馨
に
閣
諾
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
は
あ

り
ま
す
か
、
文
化
庁
予
綽
等
に
お
い
て
は
、
第

二
国
立
剌
場
の
設
立
準
備
、
国
民
文
化
祭
の
開

催
、
敦
燻
文
化
財
保
存
條
復
研
究
協
力
等
、
我

が
国
文
化
振
輿
の
新
し
い
芽
を
育
て
る
た
め
の

経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

(
S
)

広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先

株
式
会
社
き
ょ
う
せ
い
営
業
謀

T
E
L
(
O
三
）
二
六
八
ー
，
ニ
―
四
一
（
代
表
）

「
文
化
庁
月
報
一
月
号

（
通
巻
第
二

0
八
号
）

昭
和
6
1年
1

月

2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

〒
間
東
京
部
干
代
田
区
肉
が
関

3
丁
目

2
番
2
号

発
行
所
株
式
会
社
き
ょ
う
せ
い

本
社
〒
叫
東
京
那
中
央
区
銀
座

79
丁
目

4
番
12
号

営
梨
所
〒
限
束
京
都
新
宿
区
西
五
粁
町
52
番
地

地
話

(
O三
）
二
六
八
ー
一
―
―
四
一
盆
代
表
）

椒
侍
口
座
東
京
九
ー
一
六
一
賂

印
瑚
所
膀
行
政
学
会
印
刷
所

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

,

一
八

0
円
（
送
料
四
五
円
）

二
、
一
六

0
円
（
送
料
共
）
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